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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　
　

や
っ
ぱ
り
、

と
言
う
べ
き
か
。

今
年
の
新
語
・

流
行
語
大
賞
が

１
日
に
発
表
さ

れ
た
。
大
賞
候

補
の
う
ち
、
ほ

ぼ
半
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
言

葉
だ
っ
た
▼
コ
ロ
ナ
で
揺
れ
た
こ

の
一
年
を
象
徴
す
る
大
賞
は
「
３

密
（
三
つ
の
密
）」。
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
り

「
新
し
い
生
活
様
式
」
も
提
唱
さ

れ
、
人
と
適
切
な
距
離
を
と
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

が
求
め
ら
れ
て
き
た
▼
外
出
自
粛

や
「
お
う
ち
時
間
」
も
広
ま
り
、

飲
み
会
や
帰
省
な
ど
を
ネ
ッ
ト
上

で
行
う
「
オ
ン
ラ
イ
ン
○
○
」
も

あ
る
▼
「
鬼
」
の
よ
う
な
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
が
人
々
を
脅
か
す
中
、

主
人
公
が
鬼
と
闘
う
ア
ニ
メ
「
鬼

滅
の
刃
（
や
い
ば
）」
が
大
ヒ
ッ

ト
。
家
族
愛
や
友
情
を
糧
に
成
長

す
る
少
年
の
物
語
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
鬱
々
と
し
た
世
の
中
の
〝
気
滅

の
や
り
場
〞
と
な
っ
た
か
▼
流
行

の
対
義
語
は
「
不
易
」。
人
が
つ

な
が
る
大
切
さ
は
不
易
と
し
、

「
３
密
」
は
流
行
語
で
終
わ
ら
な

い
か
と
願
い
た
い
。

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『密です！』
（撮影者：後藤貴裕・熊本分会）

「匠の一言」　
　コロナ禍ですが、皆さん共に頑張りましょう。
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協
働
し
て
課
題
解
決
に
尽
力

　

要
請
行
動
に
は
、
甲
斐
地
本
執
行

委
員
長
、
古
村
副
委
員
長
、
加
藤
書

記
長
、
前
川
執
行
委
員
が
参
加
し
、

冒
頭
、
甲
斐
委
員
長
か
ら
江
藤
会
長

に
要
請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
①
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
木
材
価

格
・
雇
用
安
定
対
策
の
実
施
」
②

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
基
づ
く

当
面
の
活
動

12
月
２
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

11
日　

森
林
労
連
単
産
交
流

　
　
　
　
　

学
習
会
（
熊
本
市
）

　
　

14
日　

連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　

代
表
者
会
議（
長
崎
市
）

　
　

18
日　

全
国
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
（
W
E
B
会
議
）

19
〜
20
日　

地
本
青
女
常
任
委
員
会

（
熊
本
市
）

　
　

22
日　

地
本
団
体
交
渉

　
　

23
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

28
日　

旗
納
め

森林・林業・林産業の発展に向け、
共に協力することを確認

～林活議連九州連絡会議へ要請～

　
地
本
は
11
月
26
日
、
福
岡
県
議
会
副
議
長
室
に
お
い
て
、
指
令
に
基
づ

き
、
森
林
・
林
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
九
州
連
絡
会
議
の
江
藤
会
長

（
福
岡
県
議
：
飯
塚
市
）
へ
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
推
進
に
係
る

要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

要請書を手交する甲斐地本委員長

【
林
通
信
員
・
地
本
青
女
】

　

10
月
23
日
に
2
0
2
0
連
合
中

央
女
性
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

例
年
、
東
京
で
開
か
れ
全
国
か
ら

様
々
な
業
種
か
ら
多
く
の
女
性
が

集
ま
る
本
集
会
は
Z
O
O
M

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
全

国
の
林
野
労
組
の
各
地
本
か
ら
女

性
が
集
ま
り
、
悩
み
や
不
安
を
共

有
し
、
意
見
交
換
を
行
う
貴
重
な

場
で
あ
る
林
野
労
組
全
国
女
性
集

会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
九
州
地
本
か
ら
田
畑

事
務
局
長
、
林
女
性
常
任
員
、
金

城
委
員
（
局
分
会
）
の
計
3
名
が

参
加
し
、
働
く
女
性
の
現
状
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

連
合
中
央
女
性
集
会
は
「
男
女

平
等
で
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会

を
つ
く
ろ
う
！
〜
コ
ロ
ナ
対
策
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
〜
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
井
上

連
合
総
合
政
策
推
進
局
総
合
局
長

よ
り
基
調
提
起
「
連
合
『
第
4
次

男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
』
プ
ラ

ス
お
よ
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
」、

大
沢
東
京
大
学
名
誉
教
授
よ
り

「
男
女
平
等
で
多
様
性
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜
コ

ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
〜
」
等
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

休
校
な
ど
の
影
響
に
よ
り
働
け

な
く
な
る
女
性
が
増
え
た
り
、
失

業
・
休
業
が
子
育
て
女
性
に
集
中

し
た
り
と
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
く

な
っ
て
い
る
女
性
の
働
く
環
境
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

女
性
が
働
き
に
く
い
状
態
が
な

ぜ
起
こ
る
の
か
を
知
り
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
の
た
め

で
き
る
こ
と
を
一
人
一
人
が
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

～2020連合中央女性集会～

誰もが活躍できる職場づくりの
ためにできることとは

施
策
の
具
体
化
推
進
の
た
め
の
必
要

な
予
算
の
確
保
と
、
間
伐
等
の
着
実

な
実
施
」
③
「
主
伐
後
の
確
実
な
再

造
林
、
公
的
補
助
の
拡
充
、
苗
木
の

安
定
供
給
と
鳥
獣
害
対
策
」
④
「
森

林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
税
の

趣
旨
に
基
づ
き
奥
地
等
の
森
林
整
備

が
図
ら
れ
る
よ
う
譲
与
基
準
の
見
直

し
」　

⑤
「
森
林
経
営
管
理
制
度
に

よ
る
市
町
村
の
森
林
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、
林
務
担
当
者
の
育
成
を
図

る
仕
組
み
の
確
立
、
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用
、
林
業
労
働

力
の
確
保
・
育
成
等
、
法
律
に
係
る

付
帯
決
議
の
具
体
化
」
⑥
「
木
材
の

安
定
供
給
の
確
立
に
向
け
、
需
給
調

整
、
販
売
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

人
材
の
育
成
、
公
共
建
築
物
の
木
造江藤会長へ要請を行う地本三役

化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用
拡
大
等
の
木
材

利
用
促
進
」
⑦
「
山
村
振
興
法
の
付

帯
決
議
に
基
づ
き
雇
用
の
拡
大
、
地

域
の
事
業
体
が
優
先
的
・
安
定
的
に

受
注
で
き
る
発
注
方
式
の
改
善
」
⑧

「
林
業
労
働
力
の
育
成
・
確
保
に
向

け
た
施
策
の
拡
充
及
び
予
算
の
確
保
、

林
業
労
働
者
の
労
働
条
件
の
処
遇
改

善
」
⑨
「
森
林
整
備
が
進
ま
な
い
森

林
に
つ
い
て
は
、
水
源
林
造
成
事
業

等
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
拡
充
」

⑩
「
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
は
組

織
の
拡
充
と
現
場
管
理
機
能
の
強

化
・
拡
充
、
樹
木
採
取
権
制
度
に
つ

い
て
は
国
有
林
の
管
理
経
営
に
影
響

を
生
じ
さ
せ
な
い
と
と
も
に
、
林
業

事
業
体
の
育
成
整
備
に
繋
げ
る
こ

と
」
等
、
10
項
目
を
要
請
し
ま
し
た
。 　

こ
れ
に
対
し
、
江
藤
会
長
は
「
要

請
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

各
県
林
活
議
連
会
長
に
も
伝
え
、
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
全

国
の
森
林
・
林
業
活
性
化
促
進
議
員

連
盟
と
し
て
も
従
来
の
要
望
を
踏
ま

え
、
人
材
の
確
保
、
林
業
の
機
械
化
、

林
道
の
整
備
等
に
つ
い
て
11
月
に
林

野
庁
に
要
請
行
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業
の

更
な
る
発
展
に
向
け
、
林
活
議
連
と

し
て
も
、
更
に
取
り
組
ん
で
行
く
の

で
協
力
を
お
願
い
す
る
。」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
野
労
組
と
し
て
も
林
活
議
連
に

対
し
、
更
に
協
力
関
係
を
維
持
し
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。



林 野 労 組 九 州 （昭和29年11月13日第三種郵便物認可） 第　178　号　⑵2020年12月10日

　

な
っ
！
な
ん
だ
と
ォ
‼
残
像

じ
ゃ
な
い
！
実
体
そ
の
も
の
を
作

り
出
す
影
分
身
の
術
か
！

　

局
分
会
か
ら
紹
介
す
る
の
は
10

月
１
日
付
け
で
、
芦
北
地
区
特
定

民
有
林
直
轄
治
山
対
策
室
に
配
属

さ
れ
た
「
迫
脇
将
季
」
さ
ん
で
す
。

　

熊
本
県
芦
北
町
出
身
で
高
校
卒

業
し
て
す
ぐ
、
東
北
森
林
管
理
局

の
青
森
森
林
管
理
署
に
採
用
と
な

り
、
以
後
10
年
と
半
年
を
東
北
で

過
ご
し
て
か
ら
初
め
て
の
九
州
配

置
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

仕
事
は
主
に
治
山
を
担
当
し
、
基

本
的
な
治
山
工
事
を
始
め
、
東
北

大
震
災
の
影
響
を
受
け
た
三
沢
海

岸
の
復
興
等
に
携
わ
っ
て
き
た
そ

う
で
、
こ
れ
か
ら
の
芦
北
治
山
災

害
復
旧
の
大
き
な
戦
力
と
し
て
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

趣
味
は
小
旅
行
で
、
東
北
に
い

る
間
は
東
北
各
地
方
へ
足
を
運
び
、

ね
ぶ
た
祭
り
、
浄
土
ヶ
浜
、
日
本

三
大
鍾
乳
洞
の
龍
泉
洞
、

蔵
王
キ
ツ
ネ
村
、
奥
入

瀬
渓
流
等
の
名
所
を
堪

能
し
、
仕
事
と
共
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
東
北
の
気

候
に
慣
れ
た
せ
い
か

ち
ょ
っ
と
の
日
差
し
で

日
焼
け
し
て
し
ま
う
体

に
な
っ
て
い
る
そ
ん
な

迫
脇
さ
ん
は
、
持
ち
前

の
明
る
さ
と
真
面
目
さ
で
、
ど
ん

ど
ん
仕
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
期
待
が
か
か
る

迫
脇
さ
ん
の
活
躍
に
注
目
で
で
す
。

 

（
中
村
通
信
員
：
局
分
会
）

　

２
０
２
０
秋
年
段
階
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
11
月
24
日
、
熊
本

県
庁
議
会
棟
に
お
い
て
熊
本
県
林
活

議
連
池
田
会
長
及
び
鎌
田
副
会
長
を

訪
問
し
、
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

要
請
内
容
と
し
て
は
、
①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
森

林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
の
木
材

価
格
対
策
、
雇
用
安
定
対
策
等
に
つ

い
て
、
②
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」
に
掲
げ
る
施
策
の
具
体
化
を
図

る
取
組
、
③
森
林
資
源
の
循
環
利
用

の
確
立
に
向
け
た
取
組
、
④
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
の
税
の
主
旨
に
に
基

づ
く
使
途
及
び
譲
与
基
準
の
見
直
し

に
関
す
る
取
組
、
⑤
「
森
林
経
営
管

理
制
度
」
に
よ
る
市
町
村
の
森
林
整

備
の
促
進
に
関
す
る
取
組
、
⑥
木
材

の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に
向
け
た

取
組
、
⑦
「
山
村
振
興
法
」
の
基
本

理
念
、
付
帯
決
議
に
基
づ
く
山
村
地

域
に
お
け
る
雇
用
の
拡
大
・
改
善
を

行
う
企
業
に
対
す
る
具
体
的
施
策
の

確
立
に
関
す
る
取
組
、
⑧
林
業
労
働

力
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
施
策
の

拡
充
及
び
予
算
確
保
に
向
け
た
取
組
、

⑨
条
件
不
利
地
域
な
ど
適
正
な
森
林

整
備
が
進
ま
な
い
森
林
に
お
け
る
水

源
林
造
成
事
業
等
の
取
組
、
⑩
国
有

林
野
事
業
に
つ
い
て
公
益
重
視
の
管

理
経
営
と
地
域
振
興
・
地
域
林
業
へ

の
貢
献
に
向
け
た
現
場
管
理
機
能
強

化
・
拡
充
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

池
田
会
長
は
、
天
草
地
区
の
森
林

組
合
長
と
い
う
こ
と
も
あ
り
林
業
に

精
通
さ
れ
て
お
り
、
民
有
林
事
業
に

関
す
る
こ
と
や
国
有
林
野
事
業
に
関

し
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
要
請
行
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
要

請
行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

屋
久
島
分
会
は
、
組
合
員
の
団
結

強
化
と
組
織
態
勢
の
確
立
に
向
け
て
、

11
月
７
日
、
第
３
回
目
と
な
る
分
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
組

合
員
と
そ
の
家
族
、
来
賓
の
当
局
管

理
者
を
含
め
26
名
の
参
加
の
も
と
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
緒
方
分
会
執
行
委
員
長
は
、

「
例
年
こ
の
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
、
磯
遊
び
等
を
行
い
そ
の
後

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

　

11
月
21
日
「
熊
本
地
協
・
熊
本
地

区
労
福
協
」
主
催
に
よ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
、
荒
尾
市
の
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

局
分
会
よ
り
４
家
族
、
総
勢
22
名
参

加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で

全
体
で
の
開
会
式
は
な
く
各
家
族
の

写
真
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
林
野
労
組
の
み
集
合
写
真
撮
影
を

行
い
、
内
海
局
分
会
書
記
長
か
ら

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

色
ん
な
催
し
が
中
止
と
な
り
、
久
し

振
り
の
家
族
を
含
め
た
催
し
で
あ
り

楽
し
ん
で
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
雲
一
つ
な

く
好
天
に
恵
ま
れ
、
子
供
達
も
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
乗
り
た
い
遊

具
を
目
指
し
て
走
り
回
る
光
景
が
見

ら
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
文
責
・
局
分
会
・
松
永
雄
治
）

し
て
、
長
時
間
の
密
を
避
け
る
た
め
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
み
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
数
少
な
い
組
合
員
の
集
ま
る

　

11
月
１
日
、
に
菊
池
郡
大
津
町
矢

護
川
に
お
い
て
、
連
合
菊
阿
地
協
主

催
の
「
２
０
２
０
フ
ァ
ミ
リ
ー
い
も

掘
り
大
会
」
が
あ
り
、
当
分
会
よ
り

濵
田
さ
ん
、
濵
口
さ
ん
の
ご
家
族
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
よ
り
各
単
組
４
グ
ル
ー

プ
に
時
間
分
け
し
、
検
温
を
行
い
随

時
芋
掘
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
約
４
０
０
名
の
人

数
で
大
人
も
子
供
も
一
生
懸
命
掘
り

進
め
、
昨
年
よ
り
大
き
め
の
芋
を

着
々
と
を
山
積
み
し
袋
へ
溢
れ
る
ば

か
り
に
入
れ
、
運
ぶ
際
落
と
し
な
が

ら
も
一
生
懸
命
運
び
帰
り
ま
し
た
。

　

芋
畑
提
供
者
の
金
田
さ
ん
が
「
近

年
子
供
が
泥
遊
び
を
す
る
光
景
も

中
々
見
な
い
今
、
こ
う
し
て
芋
堀
り

を
し
て
泥
ま
み
れ
に
な
り
喜
ぶ
顔
を

見
ら
れ
て
非
常
に
う
れ
し
い
。」
と

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
大
津
特
産
の
か
ら
い
も
を

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

場
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に

相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
屋
久
島
の
焼

酎
「
三
岳
」
に
美
味
し
い
肉
と
そ
の

日
と
れ
た
魚
を
酒
の
肴
に
し
、
密
を

避
け
つ
つ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、

今
年
の
新
規
採
用
者
の
土
井
貴
博
さ

ん
の
締
め
の
挨
拶
で
、
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

「東北から九州へ」
迫脇　将季さん（局分会）

池田会長へ要請書を手交

参加者全員で

参加者全員で

今回はBBQ！

　

11
月
15
日
、
大
分
市
に
お
い
て

「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０
」

が
、
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て

大
分
市
営
陸
上
競
技
場
ま
で
の
公
認

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
99
名
の
選
手
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

連
合
大
分
地
域
協
議
会
で
は
、
第

10
回
幹
事
会
で
コ
ー
ス
を
７
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
労
組
大
分
分
会
は
、
そ
の
内
の
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
分
市
王
子
北
町
周

辺
の
コ
ー
ス
：
約
１
㎞
）
を
担
当
し
、

早
朝
７
時
30
分
に
廣
田
委
員
長
、
植

薄
副
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
大
分
「
大
分
地

域
協
議
会
」
の
浦
松
副
議
長
か
ら
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
集
し
た
構
成
す
る

組
合
員
総
勢
50
名
へ
感
謝
の
意
を
表

し
、
本
大
会
の
歴
史
と
活
動
の
注
意

事
項
を
述
べ
早
速
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。

熊
本
県
林
活
議
連
へ
の
要
請
行
動

〜
局
分
会
〜

　

11
月
13
日
、
大
分
県
庁
を
訪
ね

て
、
大
分
県
・
森
林
・
林
業
活
性

化
促
進
議
員
連
盟
の
麻
生
会
長

（
大
分
県
議
会
議
長
）
に
面
会
し

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
麻
生

会
長
は
、
由
布
市
庄
内
町
出
身
で

大
分
市
議
会
議
員
３
期
を
経
て
、

大
分
県
議
会
議
員
６
期
当
選
さ
れ
、

第
95
代
副
議
長
を
務
め
、
現
在
第

73
代
議
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
大
分
分
会
執
行
部

の
５
名
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ

の
後
、
廣
田
大
分
分
会
執
行
委
員

長
か
ら
林
活
議
連
の
結
成
・
協
力

に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
要

請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
井
上
大
分
分
会
書

記
長
か
ら
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
の
推
進
に
係
る
要
請
書
」
10
項

目
を
読
み
上
げ
説
明
し
ま
し
た
。

　

麻
生
会
長
か
ら
は
、「
森
林
・

林
業
は
地
域
住
民
が
生
活
す
る
う

え
で
重
要
な
分
野
の
産
業
で
あ
る
。

水
源
の
涵
養
や
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
な
ど
森
林
の
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
、
国
土
強
靱
化
施
策
の
効
果

も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
現

実
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
大
分
県
も
林
業
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
は
森
林
環

境
譲
与
税
の
交
付
が
は
じ
ま
り
、

こ
の
財
源
を
も
と
に
有
効
な
森
林

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
、
今

後
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

麻生会長と大分分会執行部

清掃ボランティアを実施中

森林・林業基本計画の推進に
係る要請行動を実施

第
３
回
分
会
レ
ク
を
実
施

〜
屋
久
島
分
会
〜

連
合
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て

〜
局
分
会
〜

大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
大
分
分
会
〜

泥まみれになり
芋掘りした１日

～熊本分会～

～大分分会～ 各
分
会
の
精
力
的
な
取
り
組
み

2020
秋年

右がマサキで左がユウタ


